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Instrumeteor : ギター演奏動画の制作支援システム
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概要. 楽器演奏者は自身の演奏を視聴してもらうために SNSや動画共有サイトで演奏動画を投稿してい
る. 本稿では, ギターに焦点を当て, ギター演奏動画における定量調査を行い, 既存の演奏動画に用いられる
複数の演出上の工夫を特定した. 続いて, 調査で判明した典型的な制作工程を進むにあたり従来の制作支援
システムが抱える問題について議論する. そしてこの問題を解決するため, 本稿では, ギター演奏動画の制
作支援システム Instrumeteorを提案する. 本システムでは, 従来の制作過程にあった定型的な手作業の労力
を削減し, 簡単に魅力的な演奏動画を制作することを可能にした.

1 はじめに
多くの楽器演奏者が自身の演奏を視聴してもらう

ためにSNSや動画共有サイトで演奏動画を投稿して
いる. 例えばニコニコ動画1上で, 演奏動画に付与さ
れる事が多い「演奏してみた」動画のタグは, 2020
年 11月現在 25万件 [1]を超えている. しかし, 従
来の動画制作支援システムは, 演奏動画という特定
の場面を想定していない.

そこで本稿では, 演奏動画制作に特化した制作支
援システムを提案する. また, 演奏動画は楽器の種
類によって着目点が異なり制作方法も異なるため,
本稿はギターの演奏動画のみを扱う．
はじめに, ギター演奏動画における定量調査を行

い,既存の演奏動画に見られる典型的な演出上の工夫
を特定した. そして調査によって判明した定型的な
作業を自動で行う,ギター演奏動画の制作に特化した
システム Instrumeteorを提案する. Instrumeteor
は, 楽曲の音楽構造を自動的に分析し, 撮影した複
数の動画トラックを楽曲の音楽的要素に合わせて単
一のタイムラインに揃える. また, 調査で判明した
典型的なトランジション加工や歌詞のアニメーショ
ンを自動で適切な位置に生成する. これにより, 演
奏動画制作者の負担を削減し, より簡単に演奏動画
を制作する支援を実現する.

2 動画制作に関する既存研究
動画制作に関する研究は, これまで数多く提案さ

れている. Chiら [4]は, ウェブページの情報から動
画を制作するシステム, Caoら [3]は, 漫画のページ
の情報から動画を制作するシステムを実現した. そ
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の他に, 会話動画 [8][5], インタビュー動画 [2], 解説
動画 [10]に焦点を当てた制作支援システムが実現さ
れている. 本研究では, 楽器演奏動画の制作に焦点
を当てる.

音楽動画 (Music Video; MV) の制作に関する
既存研究も多数存在する. DanceReProducer[9]は
Web上のMVを再利用して新たなダンス動画を自
動生成する N次創作支援システムである. 既存の
ダンス動画の映像部分を, 新たな別の音楽に合うよ
うに切り貼りして映像を自動生成し, かつインタラ
クティブに編集することが可能である. 土田ら [11]
は, 多視点ダンス映像のためのインタラクティブ編
集システムを提案している. 多視点カメラで撮影し
た複数の動画を音楽的要素に合わせて切り替え, 簡
単に魅力的な動画を制作できる自動編集機能を実現
した. しかし, これらはダンス動画という特定の場
面における限定的な情報を活用しており, 演奏動画
における情報は想定されていない.

Songle2[6]は, 楽曲構造や階層的なビート構造等
の音楽情景記述を音楽理解技術を用いて自動推定す
るサービスである. 中嶋ら [14]は, Songleを利用
し, 音楽の構造情報を反映したMVを簡単に制作で
きる Web システムを提案している. また, MVの
自動要約を行う研究 [12]や演奏動画の盛り上がり検
出に関する研究 [13]が存在する. TextAlive3[7]は,
歌声に合わせて歌詞のアニメーションが自動で表示
される動画制作支援のシステムである. 本システム
では, TextAliveを利用し, 楽曲構造の取得, 歌詞の
表示を行う.

3 ギター演奏動画の制作について
本節では, 対象とするギター演奏動画の一般的な

演出上の工夫についての調査結果を報告し, 既存の
動画制作支援ツールが抱える問題について議論する
2 https://songle.jp
3 https://textalive.jp
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とともに, 演奏動画制作支援ツールのデザイン指針
を明らかにする.
なお, 本節の分析にあたっては, 第一著者が持つ

演奏動画の投稿経験, および, Web上で収集した演
奏動画の定量調査を参考にした.

3.1 ギター演奏動画の特徴
まず, 一般的な演奏動画の特徴を特定, 分析する

ために, YouTube4上で「弾いてみた　ギター」を検
索キーワードとして, 2018年 1月 1日～2020年 11
月 10日の期間に投稿されたギターの演奏動画を再
生回数順にソートした上位 100件を収集した. その
際に, より多くの投稿者の傾向を分析するため, 投
稿者の重複が生じないように 100件を収集した.
収集した演奏動画には, 大別して 8つの演出上の

工夫が見られた (図 1)．
(A) 歌詞表示の加工：楽曲の歌声のタイミングと

同期し、小節ごとに歌詞の文字アニメーショ
ンを表示していた.

(B) トランジション加工：曲調の変わり目に用い
られていた. また, 収集した演奏動画には複数
の種類のトランジションが見られた. 種類の
詳細については後述する.

(C) 視点切り替えの加工：多視点撮影された演奏
動画を楽曲の音楽的要素に合わせて切り替え
ていた. 楽曲のサビでは, 演奏全体の雰囲気
を映す傾向があり, ソロでは, 運指に着目して
映す傾向があった. そして, 楽曲のリズムに合
わせて演奏する体の姿勢を見せる箇所も存在
した.

(D) 複数の演奏動画を同時に表示する加工：部分
的に, 異なるパートの演奏を同時に表示して
いた.

(E) 曲調に合わせて彩度を変化させる加工：曲調
が静かになる箇所では, 彩度が低くモノクロ
になる傾向があった.

(F) スタンプや揺れのエフェクト加工：楽曲のビー
トやリズム等の音楽的要素に合わせたエフェ
クトを表示していた.

(G) MVを表示する加工：演奏動画内に原曲のプ
ロモーション用MVが表示されていた.

(H) 楽譜を表示する加工：演奏動画内に楽曲の進
行にあった楽譜が表示されていた.

また, 収集した演奏動画には複数の種類のトラン
ジションが存在した (図 2). トランジションは, サ
ビの開始時刻等の曲調が変わる際に用いられている.
今回収集した演奏動画には, (a)クロスディゾルブが
4 https://www.youtube.com

図 1. A:歌詞表示, B:トランジション加工, C:視点切り
替えの加工, D:複数の演奏動画表示の加工, E:彩
度の加工, F:スタンプや揺れ等のエフェクト加工,

G:MV表示, H:楽譜表示, I:加工無し

図 2. a:クロスディゾルブ, b:ホワイトアウト, c:ブラッ
クアウト, d:ワイプ, e:揺れ, f:クロスズーム, g:画
像の表示, h:歌詞のみの表示

10件, (b)ホワイトアウトが 7件, (c)ブラックアウ
トが 6件, (d)ワイプが 5件, (e)揺れが 3件, (f)ク
ロスズームが 2件であった. また, (g)画像を一時表
示するトランジションが 4件, (h)歌詞のみを一時
表示するトランジションが 2件である.

3.2 ギター演奏動画制作における問題
以下では, 本稿で分析した演奏動画の演出上の工

夫の項目 (A)-(H)における問題についてそれぞれ説
明する. (A)歌詞表示の加工は, 常に楽曲の歌声と
合わせる必要があり, 細かいタイミング合わせとア
ニメーションのパラメタ調整の作業が必要となる.
(B)トランジション加工は, サビの開始時刻等の曲
調の変わり目, つまり楽曲の構造情報に合わせる必
要があり, ユーザは複数の曲調の変わり目を把握し
適切なタイミングに細かく調整する必要がある.
次に多視点で撮影した演奏動画の (C)視点切り替

えの加工, (D)複数の演奏動画表示の加工は, 楽曲
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の構造・中身をユーザが理解し, 撮影した複数の動
画トラックを単一のタイムラインに揃える作業を要
する. (E)彩度の加工に関しては, ユーザが曲調の
変化・中身を認識して, 曲調により適した彩度を考
慮し, 調整する作業が求められる. そして (F)スタ
ンプや揺れ等のエフェクト加工は, 楽曲のビートや
リズム等の音楽的要素に合わせる必要があり, 細か
い調整の作業が必要となる. (G)MV表示の加工は,
ユーザが楽曲のMVをダウンロードする手間がかか
り, (H)楽譜表示の加工は, 曲の進行に合わせて楽
譜の一部を載せる必要があり, ユーザは楽曲の小節
ごとに楽譜と照らし合わせて編集する作業が必要で
ある.

これら (A)-(H)の演出上の工夫に要する作業は,
従来の動画制作支援ツールにおいて手作業で行われ
ているため, ユーザの負担が大きく編集に時間がか
かる. また, 従来の制作支援ツールは演奏動画とい
う特定の目的に特化したものではないため制作に関
する自由度が高く, 特に多数の種類が存在するトラ
ンジション等の加工において, 演奏動画により適し
たエフェクトを探す工程を要する.

本稿では,上記で説明した問題を解決する取り組み
の第一段階として, (A)歌詞表示, (B)トランジショ
ン加工, (C)視点切り替えの加工, (D)複数の演奏動
画表示の加工, (F)スタンプや揺れ等のエフェクト加
工, (G)MV表示の加工に焦点を当て, これらの制作
過程における問題を解決するシステム Instrumeteor
を提案する.

4 Instrumeteor

4.1 ユーザインタラクション
ギター演奏者は, 演奏風景全体が入る視点, 運指

に着目した視点, 楽器の特定の箇所を映す複数視点
で撮影行い, 同時にギター演奏の録音も行う. これ
らの動画, 録音素材, 楽曲の音源を本システムへの
入力とする.

(A)歌詞表示の加工は, 従来は歌詞の表示タイミ
ングの細かい調整とアニメーションのパラメタ調整
の作業が必要であったが,本システムではTextAlive
の歌詞情報を利用し, 歌声にあった歌詞のアニメー
ションを自動で適切な位置に表示する. (B)トラン
ジション加工は, 曲調の変わり目を認識して手動で
調整する作業が求められ, 種類も多数あるため, 演
奏動画に適したトランジションを探す必要があった.
本システムでは, TextAliveから得られるサビの区
間情報（各サビ区間の開始時刻と終了時刻の情報）
を利用し, 前述した調査で判明した典型的なトラン
ジションが適切な位置に自動で生成される. また, ト
ランジションの種類は修正可能であり, 演奏動画に
適したユーザ好みのトランジションに調整できる.

(C)視点の切り替え加工, (D)複数の演奏動画の表

図 3. 多視点撮影された複数の動画を自動で単一のタイ
ムラインに揃える.

図 4. 提案システムを用いて出力された演奏動画. 上は
サビ区間前, 下はサビ区間中の動画の様子である.

示の加工は, 複数の動画トラックを単一のタイムラ
インに揃える細かな手作業が必要であった. 本シス
テムでは,前述したサビの区間情報を利用する. ユー
ザはサビより前の区間に表示したい動画, サビの区
間で表示したい動画, サビより後の区間で表示した
い動画を選択する. その後選択した動画トラックが
単一のタイムライン上の楽曲構造に合った適切なタ
イミングで自動的に挿入される (図 3, 図 4). また,
複数の演奏動画を同時に表示させるように指定する
と, 同様に自動で単一のタイムラインに揃えられて
実現される. (F)スタンプや揺れ等のエフェクト加
工は, ユーザが楽曲の音楽的要素に合わせて, 手動で
調整する必要があった. 本システムでは, TextAlive
から得られるビート情報を利用することで楽曲の音
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楽的要素に適したエフェクトが生成される. (G)MV
表示は, YouTube上の動画を直接埋め込むことで実
現される.
以上の操作により, ユーザは楽曲に適した, より

魅力的な演奏動画の制作を簡易に行うことが可能と
なる.

4.2 実装
本システムは, TextAliveの開発者向けAPI (Ap-

plication Programming Interface)5を利用してお
り, ウェブ上で動作可能なアプリケーションである.
また, 動画のトランジションやエフェクト加工の実
装には, p5.jsを使用している.

TextAliveで, YouTube等のMVを指定すると,
その楽曲と歌詞の自動同期（時間的対応付け）とサ
ビ区間検出の処理が行われる（実際にはTextAlive
と連携している前述の Songle上で処理される）. 本
システムでは, サビ区間の開始時刻, 終了時刻の情
報を使用し, 多視点撮影された演奏動画の切り替え
を行う. その際, 前述した調査によって判明した典
型的なトランジションをランダムに使用するように
実装している. また, TextAliveから歌詞情報を取
得し歌声にあった歌詞のアニメーション表示を行っ
ている.

5 まとめと今後の課題
本稿では, ギター演奏動画における定量調査を行

い, 従来の演奏動画に見られる一般的な演出上の工
夫を特定した. そして, 定型的な作業の労力を削減
して簡単に魅力的な動画を制作できる, ギター演奏
動画の制作支援システム Instrumeteorを提案した.
今後, 本システムを用いて, 既存の演奏動画制作

支援ツールとの比較を行う被験者実験を予定してい
る. また, オプティカルフローを利用して運指の動き
が激しい動画,演奏全体の風景を映した動画を判定
し, ユーザが選択する必要なく楽曲の区間に適した
演奏動画を自動で挿入してくれる機能を検討してい
る. 最後に, 本稿ではギターの演奏動画に焦点を当
てた. 将来, 他の楽器の演奏動画の調査も行い, 各々
の楽器に特化した編集モードを実装する予定である.
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